
●台風１２号、１１号に伴うＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ活動状況

 台風１２号により、高知県大豊町寺内地区では、平成元年からの観測以来最大となる連続雨量１０５７ｍｍ（豊永
観測所）を記録。

 国道３２号斜面上部にある寺内地区で地すべりの発生が懸念されたため、８月６日に緊急調査チーム（高知大学
笹原教授及びＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ隊員（３人） による被災状況調査を実施。

官学連携の緊急調査チームによる被災状況調査（高知県大豊町寺内地区）

●高知県寺内地区の亀裂調査中のＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ隊員と笹原先生
●地元住民に聞き取り調査

●被災調査中のＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ隊員


